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■カラクリ人形／その８■
＜神戸人形＞
[image: image1..pict]愛知県で開催されていた「愛・地球博」の最終日に近い頃、エキスポ・ホールでは「世界からくりコンペ」の審査が行われていました。世界約三十一カ国から、約六百点を超す応募があったといいます。一次審査と二次審査をパスした作品の数は約三十点。その中からグランプリと準グランプリが各々一点、佳作が十点選ばれたのですが、グランプリに選ばれたのは、名古屋にお住まいの方が制作された「流鏑馬・やぶさめ」という作品でした。白い馬に織田信長が乗っています。ゼンマイを巻くと、信長を乗せた馬が四本の脚を本当の馬が駆けるように動かします。馬に乗った信長は顔を右手の方に向け、右手で矢を取り出します。次に、右手に持った矢を左手に持った弓につがえ、馬を走らせながら扇の的を狙って撃ちます・・・・。的の数は四つ。信長は馬の背中で揺られながら、すべての的を弓矢で撃ち落としていくという、

たいへん優れたカラクリがグランプリを獲得したのです。しかも、馬が駆けるスピードに合わせて「パカパカ」という擬音が入るという凝り方。準グランプリは、薄い一枚の布が、音楽のリズムに合わせて徐々に「折鶴」に形作られていくという、

とても凝った作品でした。折鶴は立派な山車の中に収められているのですが、山車の裏側では、四人の巫女が琴や太鼓で音楽を奏でているというシーンが再現されていました。巫女が奏でる音楽に合わせて、薄い布が折鶴になっていくという、ファンタジーにあふれた作品ではありましたね。様々なカラクリが披露されましたが、やはり何といっても、このイベントの最大の呼び物は、約百五十年ぶりに修理・再現された「文字書き人形」であったことは間違いがありません。東芝の創業者であった「田中久重」が制作した人形。アメリカの好事家の家に保存されていたものが、約一世紀半の後にお里帰りを果たしたのでした。ゼンマイを巻いてやると、人形は右手に持った筆を硯の中に浸します。その時、人形の顔は硯石の方を見ています。筆にたっぷりと墨を含ませた後、人形は正面にセットされた紙に文字を書いていくのですが、顔はつねに筆の先を見つめるように連動していきます・・・。筆の先が右の方向に動けば顔は右の方へ、筆先が上に上がれば顔も上を向くという精巧さ。人形は一気呵成に「寿」という文字を書いていきますが、最後に「ゝ」と筆先を跳ね上げる時、やはり顔も筆先の動きに合わせて動くのです。人形が置かれている台の下には、十二枚の「カム」が設置されていました。それぞれの「カム」は三枚一組になっていて、一枚のカムは人形の腕の上下をコントロールし、もう一枚のカムは
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腕の左右の動きをコントロールします。そして、もう一枚のカムが人形の顔の動きをコントロールしていると思われるのです。この三枚のカムの動きで人形は「寿」の文字を書くのですが、では、残りの九枚、三組のカムは何をするのかというと、実はあまりよく解っていなくて、寿以外の文字を三種類書くのではないかと想像されているのです・・・。前号でお知らせしましたが、江戸時代の大阪には「竹田人形座」という人気のカラクリ人形の一座が旗揚げしていました。その人形座の一番の呼び物であったのが、三本の筆を自在に操って、紙の上に「松竹梅」の文字を書く「天神人形」だったのです。もしかしたら、この文字書き人形も、紙の上に「松竹梅」の文字を書いていたのかもしれません・・・。
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